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36年度は35年度にまさる 進の年であった｡中国電力株式会社

水島発電所納125,000kWをはじめとし,東京電力株式会社川崎火

力発 所納175,000kWなど大容量高温高圧火力設備が続々好調に

営業運転にはいり,さらに125,000,156,000,175,000,220,000,

265,000kWなどの大容量火力設備を多数製作中である｡

火力設備ほますます大形化し,かつ急増する需要を満たすため短

期日に完成する必要に迫られている｡これらの情 に対処するため

に日立製作所では日立工場に第】図に示すようなターピソ工場を完

成し,さらに呉にはボイラの専門工場を建設し,今後ますます増加

する貫流ボイラの生産態勢を確立した｡現在清水共同発電株式会社

新清水火力発電所の1,2号用260t/hベンソソボイラ2缶を製作

中であり,UPボイラについても以下ボイラの項に述べるように,

B&Wと技術提携し,国産による設計製作態勢はまったく確立さ

れている｡

なおUPボイラプラントのコンサルティソグに関してはアメリカ

でUPボイラの豊富な経験を持つべクテル社と技術提携し,現在束

京 力株式会社五井火力発電所2号機265,000kWの計画 計を強

力に遂行している｡

なお昨年本誌に紹介Lた超臨界圧テストプラントほその後順調に

運転を続け,数多くの貴 なデータが得られ,今後採用される超臨

界圧ボイラについてあらゆる角度から検討を加えている｡

大形蒸気タービンを実現するため最も重要な問題は効率ならびに

信頼性の高い最終段長巽を開発することである｡国内においてはす

でに50へノ用として23インチ,また60′､用としては26インチまで

が実用化されたが,現在計画されている300MW以上のタービンに

はもっと大きな翼を使用せねばならない｡日立製作所でほ長巽の設

計について理論的研究および巽列風洞による基礎的実験を進め,さ

らにこの研究結果を集大成して実物大低圧タービンによって実枚と

まったく同一条件で性能ならびに強度を確認し,実用化を促進する

ため弟2る図に示す試験装置の製作を進めてきたが,35年春より運

転が開始され大きな成果を収めた｡すでに50～用26インチ翼につ

いて予期以上の性能を確認し,強度的にも信頼性の高いことが判明

したので引き続き29インチならびに32イソチ巽を開発するため準

備を進めている｡

大容量発電機については 200,000kVA 直接冷却発 機を試作L

た｡冷却方式としては固定子線輪は油冷却,回転子線輪ほGE社方

式のギャップピックアップ直接水 冷却を採用した｡この工作技術

についてはあらゆる角度より検討して今後ますます採用される直接

冷却方式に対して生産態勢を確立した｡

ガスタービンに関しても強力に実験を推進しているとともにガス

タービンの応用面も従来みられるような単独使用のみでなく,従来

の蒸気サイクルと組み合わせて使用するプラントについて大がかり

な調査研究を行なった｡また525PSのフリーピストンガスタービ

ンを受注し製作中であり今後の需要が期待される｡

2.1ポ イ

(1)高温高圧化と貫流ボイラへの進展

火力発電所の発電原価低減のために近年,単位出力の巨大化とあ

わせて設備の高温高圧化がますます原著となってきた｡蒸気条件が

超臨界圧になると,必然的にドラム式ボイラはその磯能を失い,別

形式の貫流ボイラを採用せざるを得なくなる｡その一段階として,ま

第1図 タ ー ビ ン 工 場

た以下に述べるような種々の利点のために貫流ボイラが脚光をあび

るようになってきた｡貫流ボイラの歴史は比較的古く,すでに1800

年代において原理的なものが考えられていた｡その後第一次大戦後

になってズルソァーポイラ,ベンソソポイラ,ラムジンボイラが相

ついで発明され,今日の貫流ボイラ主要系列の基礎となった｡

日立製作所ほ欧州にて開発されたB&Wペソソソボイラならび

にアメリカB&Wにて開発されたUPボイラの両形式につき.技術

提携を行なっている｡東京電力株式会社五井火力発電所 907t/h

(265MW)UPボイラは主要部をアメリカB&W社より輸入し,

そのほかは日立製作所がコンサルタソトとしての役割を果し目下建

設計画が順調に進められており,今後のUPボイラの国産化態勢が

整えられた｡また清水共同発電株式会社新清水火力発電所納260t/h

(75MW)ベンソンボイラは工場の製作も着々と進み現地据付作業

が開始された｡B鱒WベンソソボイラとUPボイラの適用範囲は

戟能的には区別する必要性を生じないが,概してUPボイラが比較

的大容量用として使用される｡

今後,蒸気条件の高温高圧化に伴い,貫流ボイラが数多く採用さ

れるものと考えられる｡以下上記2缶に関してその構造および特長

などを述べる｡

(2)B&W貫流ボイラの特長

(i)臨界圧力以上およびそれ以下において適用できる｡特に

超臨界圧においては必然的にこの形式によらねばならない｡

(ii)ドラムおよびその内部装置がなく,各種管寄およびチュ

ーブが小径で薄肉となるので重量の減少,したがって価格の低減

が可能である｡

(iii)管は小径でかつ肉厚の薄いものを使用しているので,急
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第1表 最近納入またほ製作中の新鋭火力発電用大形ポイラ
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第2図 ペソソソボイラの火炉形式

ならびに停止による熱的変化に耐え, 転上弾力性があ

主蒸気温度は燃焼割合により調整される｡それゆえ燃料

品質,形状に関係なくより広い範囲において一定に保杵

起動に際して時間的な損失が少ない｡

など従来のボイラに比べて画期的な利点を有する｡

(3)B&Wベンソソボイラ

本ボイラは欧州B&Wにて開発され,火炉の稲造によりレジス

タ形,アップアンドダウン形,ミアソダ形がある｡その差異は第2

図のとおりである｡第3図は括水共同発電株式会社新清水火力発電

所に納入するB&Wベンソソボイラで,火炉はタンジェソトベア

チューブ式ミアンダ形構造である｡このボイラは火炉ノーズ下部ま

でが水壁,その上部はふく射形過熱器となっており,水壁部は4本1

組で16組のチューブ群により構成される｡またチューブは建 の]頁

部はりよりつり下げられた縦形バックステ一により支持されてい

る｡このバックステーは水壁管によって加熱されているのでボイラ

は自由に下方へ熱膨脹できる｡地震に対しては従来のボイラと同様

にサイズミックタイを え,きわめて堅固な構造となっている｡

ミアンダ形の特長は火炉内の燃焼ガスの温度分布が万一不均一で

あっても左右の熱吸収の不均一を避けることができ,またボイラ全

体の構造も無理がなく,炉材とチューブの熱膨脹の相対変位を少な

くすることができる｡蒸発終了部は低温ガス域に設置L,火炉上部

にはミアンダ形(10本1組,10組より成る)ふく射過熱器を採用し

た｡
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第3図 清水共同発電株式会社新宿水火力発電所第1,

2号缶260t/b B&Wペソソソポイラ(75MW用)

第4図 アンダ形チューブ配列と/ミックステーの関係



14 昭和37年1月

第5図 メ ソプレソウォール

起動および停止に対しては 熱器バイパス,ターピソバイ

により迅速かつ容易に行なうことができる｡

(4)UPボイ ラ

本ボイラはアメリカB&Wにて開発されたもので,

最大の特長は壁部に採用されたメソプレソウォール構造

である(舞5図)｡

メソプレンウォールの特長ほ,

(1)ウェブに吸収される熟はチューブの裏側へ伝達

され,表裏の温度差の減少により熱応力が小さく,ま

た表側も伝熱面作用をなす｡

(2)単位面積あたりの~i ソジェソト壁に比べ

て軽くなる｡

(3)壁の剛性が同一径管のタンジェソト壁に比べて

大となる｡

(4)建設に要する時間が短くなる｡

(5)燃焼ガスのシールが完全で保温が単純化され

る｡

などである｡ボイラ壁における流体の流動方向ほ常に垂

直上昇流であり,上部管寄と下部管 とは不加熱下降管
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第6図 東京電力株式会社五井火力発電所

第2号907t/h UPポイラ(265MW川)

によって連絡される｡特に各管寄と連絡管との関孫は並列管中の流

動がバランスするよう細心の考慮が払われている｡UPボイラでも

亜臨界圧域で使用される場合には,蒸発終了部は低温ガス域に設置

される｡バーナの配置は火炉を均一に加熱するために重要で燃焼室

の前後に設置される｡本ボイラでも起動および停止時用として過熱

器バイパス,タービンバイ/くスを備えている｡

2･1･1エレクトロスラグ熔接の圧力容器への応用

現在わが国において稼動中のェレクトロスラグ熔接機は2機とも

ベルギー,アーコス祉より輸入されたものであるが,今回日立製作

所呉工場に据え付けられたものは国産第1-ぢ･機であり3電極方式を

採用し熔接機本体,昇降装置および電源装置から成り,その仕様は

弟2表のとおりで,輸入機に対してなんらのおとるところがなく,

むしろ圧力容器製作のため,最大

ラムの高さを高くしてある｡

35年に上記熔接

接長さを6.5mと熔接機昇降コ

を設置以来ポイラ･ドラム,原子炉用圧力容器

など大容量,高圧の容器をさらに能率的に製作する目的で研究,実

験を重ねた結果,熔接完了後適止な熱処理を施せば,従来使用され

てきたユニオソメルト熔接法による継手と比較して同等以上の成績

第2表 エレクトロスラグ熔接機仕様

最大熔接長さ(mm)
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第7図 ユレクトロスラグ熔接磯による試作品の熔接作業状況

であることが認められた｡

すなわち一般に使用されているボイラ銅板SB46B,SB49Bおよ

びA302Bに本熔接法を適用する基礎実験を繰り返した結果SB46B,

SB49Bに対してはユニオソメルト熔接に使用されている0ⅩWELD

心線ならびにフラックスの組合せにより,欠陥のない完全な 接が

可能で,熔接後Al変態点以上に加熱衝風冷却後,同変態点以下に

焼きもどす熱処理を施せば良好な強度を保持し,しかも粗粒組織の

改善,ひいては良好な切欠靭性が得られることがわかった｡

またボイラ鋼板A302Bに対しても熔接心線を新しく日立研究所
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と呉工場共同で開発したものを使用し,熔接後の 風冷却の速度ほ

変るが,やはり同様の熱処理を施せば組織,切欠靭性の改善はより

顕著であることが認められた｡

これを 際製品に使用するため抗張力49kg/mm2以下の材料に

っいては通産省の熔接施行認定試験を受験中であり,A302Bについ

ても受験の 術中である｡

弟7図は主降水管,ヘッダなどの製作に本熔接法を適用するた

め,SB49B材を板曲げ,試作熔接中の状況を示す｡

なお東北電力株式会社仙台発電所,清水共同発電株式会社新清水

火力発電所および八幡製鉄株式会社戸畑工場などに納められた空気

槽の製作には本熔接法を適用した｡

2.1.2 UPボイラの国産化態勢

火力発電ボイラの大 急斤｣嵐十h
レし

封容 められつつあるが重量

軽減,建設費の低減,運転上の利点そのほかから,すう勢は従

自然循環式ボイラから強制貫流式ボイラへ移行しようとしている0

日立 作所呉工場は大形火力発電ボイラの製造を専門とする工場と

して,昭和34年日立工場から分離し,逐次生産能力の拡大増強を遂

げてきたが,さらにこの方面の要望にこたえるためUPボイラの国

産化態勢を着々と整えつつある｡-うーなわちUPボイラ生産計画の一

環として工事を進めてきた約5,000坪の建昆増築せほぼ完成,設備

的にはメソプレソウォールを熔接する高能率

ダ,そのほか特殊機械袈 の置

接装置,パネルペソ

し,37年春には稼動状

態にはいる予定である｡製作技術的にほ模型による細部検討,試作

研究による工作技術の確立はすでに終っており,技術者の海外派遣

による実情調査などから設計製作上の指針も決定し,UPボイラ国

産化態勢は万全である｡

2.1.3 原 油 燃 焼

ボイラの燃料としては,従来石炭が最も多く使用されてきたが,

漸次石炭と重油の併用だきが多くなり,最近は 油専焼のものが数

多く計画製作されつつある｡さらに運転費の引下げをねらって重油

より価格の安い原油をたくことの研究計画が進められている｡日立

製作所においても東京電力株式会社との共同研究として,工場内に

実験炉を建設し,ボイラ燃料としての原油の適否および重油との比

較などについて実験を行なった｡

(1)原油の性状

原油は中東産,南方産および北南米産など種々あるが,わが国

輸入の大部分を占める中東産のクエート原油を主として検討し,

あわせて南方産のジュリー,リリックの2種についての性状分析

を行なった｡一般重油との比較および上記3種のおもな性状を弟

3表,また粘度特性を舞8図に示す｡表に示すように中東産のク
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第8図 原油の粘度特性
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第3表 原 油 性 状

クェート原油
(中東産)

比 重(15/4bC)

比 ‡巨 API度

引 火 点(で)

流
泥
水
硫
残

R
W
動
水

黄

灰

P ウ

No.1(5つて)

点(で)

分(容品 %)

分(重量 %)

分(屯丑 %)

素(重箱 %)

分(重韮 %)

分(重品 %)

バナジューム分(帝餌 %)

リード蒸気圧(k駿諾)
発 火 点(8｢)

酸 怖(mg HO k/g)

発 熱 拾

初留出 温度

5%僅川侶温度

10%留出温度

15%屈用ぃ温度

20%留rH温度

25%留出温度

留分の性状

成 分

(kcal/kg)

(で)

(で)

(O｢)

(で)

(で)

ぐC)

(容量 %)

(15/4で)

芳香族炭化水素

不飽和炭化水素

飽和炭化水素

0.8693

31.19

-12>

43.2

-15>

0.ぐ5

ジュリー原油
(南方産)

リリック原油
(南方産)

C 弔 油
(一例)

0.959

10,360

ェート原油は比重も小さく,かつ粘度の低いことが特長で,ジュ

リーおよびC重油は燃焼に してオイルヒータを用いる必要があ

るが,クエート原油,リリック原油はそのまま使用できる利点が

ある｡ただし引火点が低いので取扱いには十分注意を要する｡

(2)原油の噴眉燃焼

実験は従来日立製作所で数多く納入の あるB&Wストレ

ート形,リターンフロー形およぴYジェット形のバーナを用い,

クエート原油で行った｡

(a)噴霧粒径特性

弟9,10図に空気噴霧式Yジェット形バーナおよぴリターソフ

ロー形バーナの噴霧粒径顕徴鋭写真の一例を示しているが,非常

に良好で,ボイラ燃焼に十分適する粒径範開にはいっている｡Y

ジェ､ソト形バーナで蒸気噴射の場合にはさらに良好となることが

予想される｡

(b)噴霧角特性

ストレートおよびYジ･ェット形バーナほ容量が変っても当然噴

霧角は一定であるが,リターン形は弟l】図のような変化を示す｡
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第9図 空気噴霧式Yジェット形バーナ噴霧粒径 第10図リクーソロ7-形バーナ噴霧粒径

(倍率17)空気圧 7kg/cm2g 油圧 3kg/cmBg (倍率17)供給EE力22.5kg/cm2戻り圧力12･5kg/cm9
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第11図リターンフロー形バーナの噴茅角特性

へ
ま
)

ノトナー中心よりの鹿部〔仰)

第12図 ストレート形バーナ分散度特性

しかし重油使用の場合と差はなく良好な 性を示している｡

(c)分散度特性

弟12図にストレート形バーナの一例を示すが,油圧が上昇す

るほど分散度が集中してきて空気との接触混合を早め,燃焼に好

都合である｡リターン形もほぼ同じである｡Yジェット形バーナ

は多数のノズルから放射状に噴射するのでさらに良好な特性を

示す｡

(d)流量特性

原油中揮発分の多いクニ⊂･-一卜原油使用でも所定の容量特性を示

した｡ただし粘度,比重が異なるのでその差を考慮した設計とす

ることが必要である｡

(e)燃焼特性

重油燃焼に比べどのように異なるかを見るため屋外の炉を用

い,同一のバーナで同じ条件で原油と 比の油重 晩 焼をし,ガス

を吸引測定した結果の一例を弟13図に示す｡原油を燃焼した場

合のほうがわずかにCO%の減少度合がおそいように見受けられ

るが,そのほかは特に特性上の差は認められず,また揮発分が多

いための振動の心配もなく十分良好な燃焼をしうることがわかっ

た｡

(3)実際ボイラへの応用

上記のようにバーナ自体にはなんら問題ないが,引火点の低い

こと,揮発分の多いことで設備上種々注意を要する｡たとえば配

管,タンクなどは極力全熔接形を採用,フランジネジ込式を使用

16
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第現巻 第1号

バーナより噴射方向推戴

第13図 Yジェット形バーナ火炎中ガス分析結果

するときはパッキングおよび揮発性塗料の考慮をし,またアース

の完備も行なう｡さらにタンクに対してはフローチソグルーフ式

の採用と, 電気発生防止のくふうを要する｡そのほか機器につ

いてはストレーナパージの設備,ポンプのリーク防止,揮発性に対

する材質の選定に意を用いる｡モータ,スイッチ顆は防爆に対す

る考慮をし,ガスリーク感知器などを設けることが必要である｡

以上日立製作所の屋外実験炉において中東産原油を使用し,噴霧

燃焼せしめた結果であるが,ボイラに原油を使用することについて

は設備に対する十分な考慮を払うことのほかは特に問題なく,重油

の場合と大差なく使用することができる｡

2･1･4 遠方操作起動バーナ

最近のボイラ用オイルバーナは運転操作の簡易化そのほかの点か

ら自動化の傾向にあり,日立製作所でも点火トーチのスパークから

メイソ′し-ナの燃焼まで中央操作室のスイッチで自動的に操作でき

るよう設計中で,某発電所に納入予定となっているが,今回中国電

力株式会社水島発電所用として起動ノミーナに遠方操作方式を採用

し,製作納入した｡これは容量1,200kg/hのB&W空気噴儲式Y

硯)男舞 中央棟作寮
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1 噴鶉円空気聖管 詔電㌻~~.･ソ

朗空気
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第14図 起動バーナ運転系統図
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機 器

第15図 起動バーナ飛付断面図

ジェット形バーナにサイクlコ減 モータを取付けた電気 のもので

あるが,これを微粉炭のバーナロと共用させて燃焼せしめるもので

油燃焼の場合,微粉炭燃焼の場合および停止の場合と,おのおのの

/ミーナ位置を遠方から操作できるものである｡すなわち現場設置起

動怒のスイッチによってサイクロ減速モータを運転し,これをラッ

クとピニオンの 動に変え,所定位置への停止はリミットスイッチ

で行なわしめる｡バーナの出し入れ操作ならびに軽油元弁などは電

磁弁を使用し,またェヤレジスタほ,コントロールドライブを動か

して,[r~-央のマニアルローダから開閉可能とLている｡弟14図は

起動バーナ 転系統図,弟15図はバーナ取付断面図,第Id図は完

成彼の外観を示す｡

第17図 信越化学工業株式会社直江津工場納25MWポイラ

第18図 帝国人造絹糸株式会社松l圧t場納
10.7MWポイラ
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第16図 起 動 ナ

2.1.5 産業用ボイラ

産業用パブコック廿立ボイラの実績は,納入基数45基,総容量

1,591t/hに達し,前年の32基735t/hを大幅に上回っている｡これ

を形式別にみると,二胴放射形11 959t/11,単胴放射形5基340

t/h,FH形1基30t/h,BH形12基198t/h,FM形6基64t/hと

なっている｡

なお二胴放射形の中には,インド向輸出の4基254t/hが含まれ

ている｡次に主製品の一部を紹介する｡

(1)昭和電工株式会社市原火力発電所納75MWポイラ

タービン発電機と組み合わせたボイラで現在

4号権迄を受注,設計製作小である｡産

1号征より,第

用ボイラに属するが用

第19国 丸善石油株式会社関東製造所納5,800kWポイラ

第20図 常磐共同火力株式会社納勿来発電所75,000kW再熱タービン

17
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途は,他の発電用ボイラと全く同一である-

f.ヒ様260t/hxlO6kg/cm2gx541QC秤熱式判同放射

(2)信越化学 1二場納25MWポイラ

⊥と

ガス休燃料専焼ボイラとしては,わが国最大容キトごある∴_王二場

用蒸気およぴ 力を得る為,25MW抽気復水タービンに送気す

るボイラで弟17図はこれを示す｡.

仕様160t/hx92kg/cm3gx4850C二胴放射

(3)帝国人造絹糸株式会社松りl工場納1n.7MWボイラ

10.7MW月家発電用として受注したものであるが-いれ㍍二であ

りながら,高温高旺であることが特長である{=､第18図はこれを

示す｡

仕様80t/hx143kg/cm2gx5410C判胴放射形

(4)丸善石油株式会ネ_蛸射損掛納所納5,800kWボイラ

5,800kW作家発電州けイラで押上タービンの排気をプロセス

用としている｡第19図はこれを示す｡∴.

仕様104t/hx83kg/cm2gx4450C二胴放射形

2.2 タ ー ビ ン

2.2.1事業用大容量タービン

激増する電力需要にこたえて,大容量再熱タービンの生産態勢規

も一段と増強され,新たに多数の汽機が完成納入された.｡

すなわち,′.肛整典同火力株式会社納勿来発電所第4り一機および第

5号機(弟20図),ならびに北海道電力株式会社納滝川火力発電湖

第21図 北南遺電力保式会社納滝川発電所

75,000kW再熱タービン
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第22図 リミム(電リノ株式全社納.＼‖川火ノJ発電所

125,000kW再熱タービン

評 節44巻 第1号

雛4夫 最近納入または製作中の再勲ターービン
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3,000

3,000
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雛3‡J一機(第21図)の一各75MWタービン,東京電力株式会社納品川

第23lX†肛甘電力枕式会社納川崎火力発電所

175,000kW再熱タービン

第24図 Lト】閃電ブコ抹ぺ会社納水島発慮所
125,000kW再熱タービン
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可.虹1山_f_且

する新銃タービン開発へのプ~出没としての研究面

では,各椎耐熱材料に僕する総合的研究をほじ

〟)とLて,ターービン翼の高速翼列風洞による研

ノ光および舞2る図に示す超大形タービン用の低

げ最終段長異に関する 物大低u三タービン試験

装il■′■～による研究のほか,将の発電所運転の了l

(ク ロ ス コ ン ′こ り■ ン′ 卜 形)

第25しズl~鳳甘揖力軟式会社㈲は誹火力発電所265,000kW巾熱タービン

第26しぎlに軋試験川の尖物人低J†三タービン.拭!与夷装置

火~力発電所弟3り機の125MW(舞22図).1′ゴよび吏)｣滝プJ株式会社

納川l崎火力発電所雛2り機175MW(第23図Jのようにす~封1司形

機がすぐれた実緋をふけているi′(機のほかに,60′､川新鋭機として

し1-一同電力株式会社納水.1:烏発㍍所125MW(舞24図)の件クーービンが

それぞれ現地う掛転にほいり,いmLも,優秀た性瀧~む発揮Lているし｣

これら人容一吊二~lりこ熱クーービンほ第3表に比るようにな二rゴ多数受江沼

であり,昭に判隊狛闘ニノナゴいて(･エ人幅に.さ己録む更新し,吏京㍍力株

式会社納五ル火力発′お所265MWなどのi′掴沌減反て,_=ぺ封′lさな

らびに抄=､｣▲試運転中の汽機の総潮力ほ2,000MWに迅Lている｡.

なおタービン形式についても,従来のタンデムコンパウソド形(単

軸)汽機ばかりでなく,265MWでほ舞25図に示すように,クロ

スコンパウンド形(2軸)汽機が新しく採用されており,今後,汽

機容_吊:および発′F巨己所の配m計画条仙こ.応じて焼.i､J'されるべざ形式と

Lて臼三】lされているし.

またこれらの多数の設汗算隻｢ド黒糸勘′こ基いて,リl続き-｢il機`糾i川†人

の需要に呼応Lて,250,325,35(),375MWなどのf■′(機の標準設

計を完了し,さらに400MW以上のi′(機についても基本計画なまと

めて 大容量汽儀傑作への態勢む川めている

このような和つぐ発電フラントの大`査量轟備品l三化の励きに対応
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勧化のためのプログラム制御についても検討を

進めるなど,多彩な研究を有償碓眠朝雄させて

いる._J

2.2.2 輸出用タービン

前述のように,匝1軸こて多数の大容量れ腰四

則′l一三実績をあげた抜術が国際車場においてもそ

の真価が認めらJtrl立タービンほ海外各地に進

=を見せているく-.

すなわち第5表に示すように10～30MWの

発電用復水式タービンをインド向け3台,アル

ゼンチン向け3台,韓国l句け1台をそれぞれ受

注し,各地の国情に応じて慎蔓な計画のもとに

設計製作を行ない,そのうちインド,サトプラ

発電所納10MWタービン(弟27図)はすでに

好調に~【二場試運転を終了L,R下現地据付調整

小でお)る._.

なぶ今後千丑tされる貿易のH‖1化に対処Lて,ますますその国際

Il了場開拓を進が)るため研究を屯力ている｡

第5表 最近納入または聾封1三申の輸出月】タービン

第27【ヌlインド,サトブラ一発電所10,000kW視水タービン

2.2.3 産業用タービン

近年,産業界の発展と設備の近代化に伴い,効率の良いタービン

の詰;要れこし故に多くなってきた.〕産川タービンは産 の種別によ

リ仙川射′卜がうーキなるので,これに適した効率のよい信敵性のあるタ

】ビンを舞占表にホすように射′｢三した1｡このうち36年度に尤成し,

--すでに営業運転にほいっているものとして,日本レイヨン株式会社

岡崎_l二場納1,700lくW拙気特性タービン ロ本鉱業株式会社水島製

紬所紺2,500kW撒｣三タービン,昭和電.■_Ⅰ二株式会社構浜｣二場納

3,600kW樹上タービン,十封闘捌恥･(会祉八代二上二場納7,500kW抽
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成な ら び に製作中 の産業用 タ ー ビ ン

出 力
(kW)

主蒸気圧力
(kg/cm3g)

主蒸気温度
(OC)

抽気圧力
(kg/cm8g)

第亜巻 第1号

排 気 圧 力
回 転 数
(rpm)

背

弛
‖
背
背

気

気
気
気

抽
背
背
復
復
抽
地
軸

h
T
]気

拝
復
背
曹
復
抽
曹
∵
復

圧
虻
仇
圧
水
水
圧

虻
∴
比
熱
水
圧
旺
水
圧
圧

1,700

2,500

3,600

9,000

1,050

7,500

16,500

25,000

75,000

3,000

5,800

2,800

9,000

10,700

10,000

12,800

第28図 日本鉱業株式会社納水島製油所

2,500kW背任クーピソ

第29図 昭和電工株式会社納横浜工場3,600kW背圧タービン

気背圧タービン,王子製紙秩式会社春日井工場納16,500kW抽気背

圧クーピソ,富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納9,000kW復水タービ

ン2台,興亜石油株式会社麻里布製池所納1,050kW復水タービン

2台などがあり,いずれもすぐれた運転成績を示し好評を博してい

る｡これらタービンの代 的なものを弟28～30図および弟32,33

図に示す｡克之近産業用タービンプラソトでも効率の増進が大きく取

り上げられる結果,事 用大容量タービンに匹適する蒸気を使用す

るタービンが班用されはじめている｡35年帝国人絹株式会社松山工
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3.3kg/cm2g

16.5kg/cm2g

lO.5kg/cm2g

730mmHg

63,5mmHg

2.7kg/c血盟g

2.57kg/cm3g

722mmHg

722mmHg

722mmHg

13.5kg/cm3g

3kg/cm2g

730mm月g

3.Okg/c皿2g

2.5kg/cm2g

722mmHg

3,600

3,600

3,000

4,000

4,246

3.600

3,600

3,000

3,000

3,600

3,000

3,000

4,200

3,600

3,000

3,970

第30国 富土製鉄株式会社納室蘭製鉄所

9,000kW復水タービン

J成形 4α汐 ∴ ･､

出 力 (片〝)

●･､

祁

(
雪
≧
ヾ
き
)
樹
紅
狂
〔
脳
腫

第31図 9,000kW送風機駆動用復水ターーピソ性能試験記録

場へ1号機として納めた10,700kW抽気背圧タービンは主蒸気圧力

および温度各々140kg/cm2g,5380Cという産 用タービンとして

は高効率の画期的な高温高圧のタービンで,運転成績はきわめて良

好であり,この実績に基きさらに改良を加えた同一蒸気条件の第2

号機を現在製作中である｡また現在

火力発

中の日田口電工株式会社市原

所納75,000kW再熟ターピソ4台のように大容量の発電設

備を持つところも現われてきた｡弟3=図は富士製鉄株式会社室蘭

製鉄所納9,000kWブロワ駆動用タービンの性能 験結果を示す｡

このタービンは35年富士製鉄広畑製鉄所へ納めた7,800kWタービ

ンに引続き完成したもので,高温高圧の蒸気を使用したわが国でも

記録品であり,発電用タービンと異なり大幅に変る使用回転数に対

し十分安全な運転ができるよう各部の応九振動,調速機の精度な

どについて十分考 した設計となっている｡現在さらに高温高圧の

東海製鉄株式会社納12,000kWブロワ駆動用タービンを製作中であ

る｡興亜石油株式会社麻里布 油所納1,050kWタービンは35年に



火

第32図 興亜石油株式会社納麻里布製油所

1,050kW復水タービン

第33岡 十条製紙株式会社納八代⊥場

7,500kW油気背止ターピソ

納めた450kWターピソと同様に,石油プラソトの海水ポンプ駆動

用で,石油工 の発展とともに3台受注したもので,ギヤカップリ

ソグで接続された減速装置を介し,海水ポンプを駆動するもので主

さい止弁,調整弁を1箇所 にコン㌧ぺクトな構造とした

多段復水タービンである｡この種小出力のタービンは遺産化を考え

て各部に標準設計を用いているため,受注から完成まで7箇月とい

う短納期で完成されたことが大きな特長である｡以上のようにおも

に発電に重きをおく復水ターピソ,工場作 用蒸気と 電にその日

的をおく抽気背圧および背匠クーピソ,高炉送風用に川いられる復

水タービンおよびポソプ駆動用として用いられるタービンなど,そ

の班用目的により異なる形式の蒸気タービンが納入されている｡最

近特に叫ばれている納期の短縮,コストの低減,産業界の発展に伴

う数多くの需要に応じうるよう工場設備の増強を行いその体制を確

立した｡この増強設備と,従来の数多くの実績,たゆまざる研究お

よび試験などからさらに信癌性のある高性能のタービンの製作が可

能となった｡

2.3 プラントおよび補轢

貫流式ボイラの採用と,より高度のプラソト計画上の要請に伴い

復水装置ならびに給水加熱装置もこれに適合した改変がなされ,さ

らに復水バイパス脱塩装置およぴ 劫装置など数 の新製品が髄憐
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■‥低圧七∴づ一トレン
タンク＼

第35図 海水リ ーク検出装踵

された｡

2.3.1復 水 器

賀流式ボイラプラント用復水器の第一の特長は過熱器およびター

ピソバイパス蒸気の導入装置である｡弟34図は本装置の原理をホ

すもので,エネルギーダンパによってバイパス蒸気を減圧,減速し

て冷却管を損傷しないよう,またエネルギーダソパの上部にスプレ

カーテンを りタービン排気室の温度過上昇を防止するように考慮

されている｡

またボイラ給水の高純度保持のため冷却水の漏えいを早期に検出

できるよう復水だめを数個の区画に区分し,それぞれの区画に電気

伝導度計を装備する方式が開発された｡

一方,据付面積の縮少を図るため逆洗弁を復水器内部に装備した

ものも作られた｡弟3る図は内蔵式逆洗弁の原理を示すもので,二

折流式復水器の冷却水入口,出口および左右水量隔壁に設けた蝶形

弁の順次開閉によってその目的を

2.3.2 高圧給水加熱器

するものである｡

ボイラ給水にアンモニヤ,ヒドラジソなどの注入される傾向の増

加と,給水中の銅の制限が過酷であることなどにより給水加熱

加熱管材質に再検討を加え,キューブロニッケルやモネルなどの銅
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第36l冥1復水2詮内 蔵迎洗 弁

系合金に代って鋼管を採用Lた高比給水加熱器が製作された{〕この

ため慎重な予備研究が行われたが,熱貫流率は90/10キューブロニ

ッケルよりも若干すぐれ,十分に処押された給水に対しては腐食は

問題とするにあたらず,連続運転を行う高温高圧プラントにはなは

だ適当するものであることが明らかにされた｡欧洲においては早く

から鋼管が使用されていたが,アメリカにおいてもその有利性が認

識されてきており,わが国においても今後大いに発展するものと考

えられる｡

2･3.3 貫流ボイラ起動装置

強制貫流ボイラはボイラ内部での水の循現を行わず,給水ポンプ

により送り込まれた水がそのまま蒸気となって出てくるものである

ため起動時,ボイラ出口の蒸気漏度が十分上昇するまで外部的な水

の循環を行わゼる特有の 動バイパス系統を有している｡弟37図

はこの系統を示Lたもので,′榊こ炉の安定な運転に必要な最小流晶

を確保し,Lかも起動時過熱器に水を通さない働きをする過熱器バ

イパス弁と,2次過熱器人口の流体が完全に蒸気になってから2次

過熱器をとおL,さらに温度を上げてタービンローリ

ソグの条件に適合させるためのタービンバイパス升を

持っている.｡

これらの弁は第38図に示すように特殊な隅造を待

ったアングル形の減圧弁でその人口圧力は非常に高

く,流体の性質も完全な水から汽水混合物を経て完全

な蒸気にまで変るから,この過酷な使用条什に耐える

よう十分注意が払われてこねり,弁直後の配管の曲がり

部には高速流体による摩耗を防ぐため特殊構造のター

ゲットが備えられているり フラッシュタンクは弟39

図に示すように十数個のサイクロンセ/ミレ【タをヰ)一)

た従来のボイラドラムに類似する容語注で過熱

二戊虐斡芸

第44巻 第1号

再熱量

第37図 強制貫流ボイラ起動系統図

ー出口

第38図+過熱瀾はりびタービンバイパス弁

レ＼ルトロール貯 蒸気人口 安全弁室 蒸気出口

放水出口

第391¥‡フ ラ ッ シ ュ タ ンク 晰i面図

およひタービンバイ

パス弁より流人する汽水の分離を行い,発生蒸気を牒効に利用して

熱経済および 動時間の短縮を図っている｡起動時フラッシュタン

クに蒸気が発丑⊥ほじめるとまずこれを脱気掛こ導き,さらに圧力

が上昇すれば高虻加熱器に蒸気を導く,これらの加熱器で消化する

以上に蒸気量が増大すれば復水器へダンプするようになっている｡

2･3.4 復水バイパス脱塩装置

慮制貫流ボイラにおいては従 のようなドラムがなくブローがで

きないので給水に高純度の水が要求され,必然的に復水系統中にバ

イパスして脱塩する装荷が必要となるrJしかしアメリカでほ180kg/′

Cm2級の口然循環ボイラにも使われる傾向にあり,強制貫流ポイラ

特有のものでほなくなりつつある｡東京電力株 会社五井火力発電

所,清水共同発電株式会社新清水火力発電所の各発電所に本装択を

納入することになりす 計設こ∴

復水脱塩装岸引ま第41図に示す各機器より構成される｡

前置炉過器:復水中の微細な懸濁物を取除くためのものでセル

22

第40図 復 水 脱 塩 系 統 図

ローズのフロックをプレコー卜した1 クロン以

下までろ過可能なフィルタである｡

脱塩装置:イオン交換樹脂を主体とした装置で,処理水純度

は最大0･2〝びまで落すことができる｡

後腔炉遇器:粉砕した樹脂の流出を防止するためのストレーナ
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である｡

長:外部再生式で再生薬品が主系統に漏入しないよう

考慮し安全,確実な運

るかに上回る発電機を完成した｡おもな製品としては東京電力株式

機)用224,000kVA 3,000rpm機各1台,小国電力株式会社水島

発電所用160,000kVA3,600rpm機1台,東京電力株式会札馴l

火力発電所用160,000kVA3,000rpm機(3号機)1台があるo

224,000kVA機は前年完成した仙台火力発電所用2号枚と同
一ご■i
設

のもので3,000rpm機としてはわが同における最大容量の記録･■正一で

あり,なお現在さらに3台を製作中である｡上記のうち川崎火力発

電所,水島発電所,品川火力発電所用のものはすでに現地において

据付完了し好調に運転中である｡掛こ水島発電所用160,000kVA機

は3,600rpm大容量機の新鋭機であ5が,慎重に讃計製作した結果

振動もきわめて少なく良好な成績を納め得ておr),さらに大容量機

第42国 中国電力株式会社水島発電所納

160,000kVA水素冷却タービン発電機
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に対する製作の大きな基礎となっ

た｡

250,325,375MWなどの大容量

くし形タービンにi自二結される発電機

は直接冷却方

れに対してはすでに固定子およびIiil

rl三,液体供

給装置との接続部構造の検討,固定

子および回転子線輪の冷却効果の確

認,各部~1二作法の検討など細部にわ

に対しては液体冷却,回転子線輪に

対してはギャップピックアップ方式

を採用した200,000kVA直接冷却発

電機を製作中で,近く完成の予定で

ある｡なお回転子線輪のみを直接冷

却方式とした281,600kVA機1台も

製作中であり,今後予想される大容

量檀接冷却発電轢に対する生産態勢

を確立している｡

第7表に昭不1136年に完成あるいは製作1~1〕の発電機の一覧表を示

す｡

2.4.2 産業用タービン発電轢

くなってきた｡弟8表はこれら発電機の一覧

｣二株式会社納92,000kVA機4台は従来各電力会社に納入

第7表 事業用タービン発電機
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第8衷 産業用タービン発電機(輸L=川を含む)
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第43図 十条製紙株式会社納9,375kVAクーピソ発電機

したものと同一仕様のもので,本機を入れて′12台となり

冷却機である｡

準の水素

十条製紙株式会社納9,375kVA機は空気冷却機であるが,固定子

わくの両端部に4本の空気冷却器を立形に設置した構造で,別置の

風道もいらず,据付も容易なものとなっている｡

輸出においても最近活発化し,韓国向叫118kVA機1台,イン

ド向37,500kVA機,35,295kVA機,12,500kVA機おのおの1台

およびアルゼンチン向14,2朗kVA機3台を完成あるいは製作中で

ある｡

2･5 ディーゼル発電機

36年度納入のディーゼル発電桟の主要納入先を策9表に示す｡表

中その他の用途とLて研究所,学校および病院などの非常用電源が

含まれており･一般産業施設の合坪化,近代化によりディーゼル発

機の需要ほ今後も増加すると考えられる｡

第9表 ディーゼル発電機の主要納入先

用 途 別 納 入 先

ポ ン プ 所電 動機 用

ビルディノダ所内非常電源用

工 場 非 常 電 源 用

土 木 工 部 用 電 源

そ の 他

延 台 数 (内可搬式台数)

工場やビルの非常用発電機はディーゼルの高速化により625kVA

600rpm,375kVA750～900rpmが大略の標準回転数となり,こ

れにより電源の設備費はかなり節減された｡このはか防振ベットに

よる振動の 断,自助方式による突入kVAの増加および自動起動

方式による自動化が最近の特長である｡

可搬式ディー 発レノゼ イーゼル,発電機および制御装置を

共通スキッドベースにまとめたもので土木工事用電源として好適の

ものであるが,弟9表に示すようにその取扱いが簡単なために,一

般の非常用電源としても納入され,定置式としても広く使用されて

いる｡

ゼネラル石油株式会社川崎 地所に石油プラソトの計器および非

常灯用電源として50kVA無停電装置を納入した｡本装置はディー

ゼル,電磁クラッチ,蓄勢輪,発電嫌および速

軸上に直結し常時は買

検出用発電機を同

により発電機を同期電動機として蓄勢輪と

ともに遅転し,停電時は蓄勢輪により負荷に電力を供給L,停電後

5秒でディーゼルにより給電するものであり,切替時の周波数降下

3%以下 圧回復時間10～の性能を持つ｡なお発電機の静止励磁装

24

第44図 50kVA 無 停 電 装 置

第45図 米軍朝霞基地納ディーゼル発電機用配電盤

置をそのまま同期電動機の励磁に使用できるように設計された新

l冒1である｡

2･5･lディーゼル発電機用配電盤

ディーゼル発 として非常電源用のものが多く,買電停

時すふやかに起動L確実に発電できるよう配電盤は自動起動装置を

僻え,励磁装置はノく部分r†i励 が採用されるようになった｡

第45図は米甲朝霞基地納入の3･3kV,500/600kVA,50/60～デ

ィーゼル発電機4台の監視制御盤を示す｡これらほ通信機用非常電

源設備としてのきびい､要求を満足し次の特長を持っている｡

(1)閂電停竃畔,4利一あらかじめ選択された任意の3吾の発

電機ほ45秒以卜勺にi′l動並列できる｡

(2)EFC形電子管式周波数継電器とDG-LlO形Fl立ディーゼル

株関用ガバナにより発電機周波数は50//60±0.2～に保つことがで

きる｡■

(3)助破装置ほ自助

ことができる｡

大容竜火力発

で発電機電圧嘔定格値の±0.5鬼'に保つ

2･.る 配電盤および制御装置

所の中央盤および制御装置が相ついで完成納入さ

れたが,最近の中央制御は自動化,保 連動9萎備,∵保守のいっそ
うの簡易化,盤占有面箭の縮小が特に考慮されている｡

自動制御としては鱒釆のボイラABe,発電機の嗜陸調整(4VR)

のほかに,タニピソ発電機の負荷調整装置(ALR)と無効電力調整
装置(AQR)が新たに開発されたb特にALRは常時発生電力を一定

に保持しつつ,主機の許容限界内で変動負荷を負担させて系統周波

数保持に貢献させ,かつ中央給電指令に迅速に応じ得て合理的な系



火

統運営を可能とした｡ポイラ,タービン,タービン発電機の各主機

関の保護連動はあらゆる角度から検討して,常に主機を安全に処置

する標準方式を確立した｡発電機の保掛こはIGV形発電機接地継

電器,FG-C形発電機界磁接地継電器を新たに開発し,保 をより

確実なものとした｡火力発電所のデータロガーによる合理化は北海

道電力株式会社滝川火力発電所ほか3箇所で採用されている｡

一方,最近産 用自家発電設備の中央制御の発達も若い､ものが

ある｡すなわち受電設備,ポイラ,タービン,発電機,工場蒸藁負

札 工場動力負荷いっさいを中央制御するもので,中央盤としては

グラフィックまたはセミグラフィック様式を 用し運転操作がやり

やすくなっている｡

日立空気ぺ1二J動燃焼制御装~躍(ACC)は前年に引続き約30缶納入

した｡蒸気温度制御装置,革油の圧力,温度制御装閏,燃料のミニ

マムストップ,燃料制限リレー,遮断弁インターロックなどの一連

のボイラ制御装置も新しく開発され,所期の性能を発揮している｡

抑こ日本ビール株式会社大阪工場納の強制循環式蒸気温水ボイラの

1て.1動制御装琵および日本鉱業株式会社水島製油所納52t/11,2,500

kW発電用ボイラのACCは大幅に変動する特殊な貞荷条件に対し

てすぐれた性能を発 している｡

2.ふ】東京電力株式会社川崎火力発電所中央制御盤

東京電力株式会社川崎火力175,000kW発電所用中央制御盤は,

ポイラ,ターピソ,発電機,主変圧器および所内変圧器など発電所

全設備をりこ-火脚J御室にて監視制御するもので,昭和36年3月納入,

以来好調な運転を続けている｡

この了Iiり御盤はポイラ,タービン,発電

およ 機補び
,主変圧器,所iノぅ変圧器

係を含めて総計14面から成り,おもな特長は次のとお

りである｡

(1)ボイラおよぴタービン制御盤は,多数の大形記録計および

調節計を使用しており,その監視制御を容易にするために直立盤

3面の幅は7,100mm,操作盤2面の幅は5,2501Tlmとし十分余

裕のある設計を行い,かつ厚鋼板を使用して振動,ショックに対

しても影響を受けないようにしている｡

(2)電気盤の模擬母線はアクリル製を採用し,電圧に従って色

別し色彩効果を上げている｡

(3)制御盤上の 転および警報表示窓ほ,大形の照明式のもの

を採用し,監視および制御を容易にしている｡

弟4占図はボイラおよびターピソ[い火制御盤を示す｡

2.d.2 中国電力株式会社水島発電所中央制御盤

中国電力株式会社水島発偏所は第一期125,000kWの大容量発電

所にふさわしく中央制御に節々斬新な隅想を採り入れている｡弟47

電 用 機 器 25

第47国 中国電力株式会社水島発電所中央制御盤

図は中央制御盤の外観を示し,おもな特長は次のとおりである｡

(1)ボイラに対しては従来のボイラ自動制御装置のほかに起動

用軽油バーナを遠方操作できる方式として運転の便を計ってい

る｡

(2)復水掛こは内蔵形逆洗弁を使用し,中央盤の1個の操作開

閉器により出口弁,入口弁,道洗弁を

え可能である｡

(3)自動負荷

転中に連動して正道切替

整装置を設けて発電機出力を所望の値に合理的

に制御できるようにしている｡

(4)発電機の無効電力調整装置を設備し,系統の要求に合致し

た無効電力を中央制御盤または中央給電からの指令により調整で

きるものとしている｡

(5)発 枚接地保 に高調波抑制付きのIGV形継電器,発電枚

界磁接地保護に不感帯なく高感度のFGイ:形継電器を新しく開発

使用し発電機保 に万全を期した｡

(6)110kVの二重母線保護にラインスイッチによる自動切替方

式を採用した｡

(7)データロガーを装 してプラントの合理的な運転,保守を

計っている｡

自動負荷調整装置(ALR)ほ常時運転中は設定出力の上下に不感

帯を設けその範囲内ではガバナ運転とし,変動分負荷が不感帯を越

えると発電検出力一定となるように自動調整し,また負荷調整に際

しては出力設定器を急激大量に操作しても常に主機の決める許容出

力変化率で負荷を増減させ~る装置で,ブロック図

を弟48図に示す｡装置は無接点連続制御方式で

第46国 茨京電力株式会社川崎火力発電所中央制御盤

25

出力変化率,不感帯の 定も任意に連続調整でき

る｡

2.d.3 日本鉱業株式会社水島製油所中央制御

盤

日本鉱 株式会社水島 納所納自家発電用中央

制御盤は52t/hポイラ,2,600kWタービン,発

電機,工場内蒸気および動力負荷いっさいを中央

制御するもので,その特長は次のとおりである｡

(1)自動燃焼制御,蒸気温度制御,重油温度

および圧力制御をすべて日立空気式で制御して

いる｡

(2)発電機は自助式でかつ自動同期装置を設

けている｡

(3)中央制御盤はアクリル使用のセミグラフ
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イック様式とし,運転監視を容易にしている｡

自動燃焼制御は重油専焼ボイラであるので,

ガハナモータ

油制御は重油流量

を検出しき還するカスケード方式とし,ミニマムストップ装置を備

え,弟49図のチャートにホすように主蒸気圧力変動±2%以内に

押えている｡蒸気温度制御ほ主蒸気流量と主蒸気温度による二要

式を採用し,蒸気温度の変動を±50C以内に収めるようにした｡

2･る･4 日立空気式自動燃焼制御装置(ACC)

日立空気式ACCは,この1年間に自家発電用および産業用ボイ

ラに約30組納入されたが,さらに大容量ボイラにも適用を広げて現

在160t/h,92kg/′cm2g,4850Cの自家発電ボイラ用ACCまで

されている｡

特に日本ビール株式会社大阪工場納ボイラ自動制御装置は,ボイ

ラが前例のきわめて少ない強制循環式蒸気温水ボイラ2缶の並列運

転であること,保有水量が少ないことおよびビール工場の負荷が,

30～50%程度急激に変動することのために,自動制御は本来はなは

だ困難なものであるが,ボイラの特性および制御系統の検 を討 ね

て主蒸気圧力,空燃比,がl勺圧,給水などのほかに温水流量,1′l軌

第50図 日本ビール大阪工場納ACC解
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第49図 ｢1本鉱業水島製油所ACCチャート

点火消火の制御装置を設けて,わが国で最初の全自動運転を達成し

たものである｡その特性は無負荷から全負荷までの連続自動運転が

可能であり,また蒸気圧力の変動値は50%負荷変動に対し4%以内

のすぐれたものである｡

ボイラ自動制御盤の外観を弟50図に示す｡

2･△･5 タービン発電機の励磁調整装置

中国電力株式会社水島発電所納160,000kVAタービン発電機用の

自動電圧調整装置は,420～高周波磁気増幅器形を採用しているが,

さらに高能率送電を計るために自動無効電力調整装置(AQR)を

備えている｡自動無効電力 整装置ほ,発電機無効 力を進相

30,000kVARから遅相70,000kVARまでの間の任意の値に一定制

御を行なう電子管式装置である｡無効電力の値は水島発電所の中央

盤に設けた設定器により設定されるほか,220kV送電線の送電効

を最もよい関係に保持させるよう,直接中央給電指令所からテレ

メータによっても調整できる方式となっている｡弟51図は自動電



火 力

第51図 小凹′走プJ水島火力発電所納高岡披磁気増幅著詩形

甘動電圧調整装置キュー･ビクル

圧調整装置の外観を示す｡

東京電力株式会社川崎火力発電所納224,000kVAタービン発電機

用のHTD形自 圧調整装置は,分巻励磁横の分巻界磁と直列

にHTDをそう入して電圧調整を行なう方式で,主励磁機および予

備励磁機の両方に共用できる利点がある｡現地における全負荷

試験では発電機の電圧上昇を6.7%に抑制し,速応性の高い制御

性を示した｡

株式会社水島製油所納3,125kVAタービン発電機用とし

て納入した自助式励磁調整装置ほ,自動電圧平衡装置を設けて同期

並列を簡 迅速にした点が特長である｡全負荷 断試験の結果では,

発電機電圧上昇6%,2.8秒で定格電圧を復帰しており,自励式励磁

調整装置の高い速応性を発揮している｡

2.d.る.火力発電所用データロガー

火力発電所の中央計測管理はデータロガーの適用により大きく進

展する傾向にあり,このたび北 道電力株式 滝社会 火力発電所(1

号機)用を完成納入した｡これは火力プラントのポイラ,タービン,

発電機などのプラント変屋を所定の印字用紙に自動的に計測記録

し,火力発電所を合理的に運

本装

するための指針を与えるものである｡

は本体キユーピクルのほかプリンタ机,圧力変換器盤,MG

などで構成されており,本体キユーピクルには

501を内蔵している｡

･ト

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

処理対象

印字周期

走査速度

制御方式

潰算装置

出力装置

付属装置

電源装置

子計算枚HITAC-

本装置の仕様は~F記のとおりである｡

舞10表記哉の82入力

5,15分(起動停止時)30,60分(-サ常時)

2秒/CH

計測,上下限監視,桁算,平均,温度

度こう配,領域判定

トランジスタティツク方式

電子計算機HITAC-501

アンダウッド プリンタ

テ〉ブリーダ

MG(5kVA)

,氾

この装【毘では構成機器単独の故障表示はもとよりシステムチェッ

クが行えるよう考慮して信頓度の向上を図るとともに,保守点検に

ついても十分な考

山火力発電所(1

所(3号機)用装

を払っている｡なお引続き小国電力株式会社岡

号機)ならびに北海道電力株式会社滝川火力発電

置の調整を行なっている｡

弟52図は北海道電力株式会社滝川火力発電所(1号機)用データ

ロガーの本体キユーピクルである｡
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第52図 北侮道電力株式会社滝川火力発電所川データロガー

第10表 処 理 対 象
一

覧 表
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プ ラ ン ト 変 常 運 転 急 速 運 転

1

2

3

4

5

6

7

8

9

nU

1

2

圧
温
流
仲
仲
偏

振

び

力
度
丑

び

差

心

動

l_卵油数およひカム仙閲歴

昌｢)

(計)

第11表 コントロールセンター適用表
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第53図 コントロールセンター外観
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2.る.7 火力発電用コントロールセンター

火力発電所の膨大な補機用電動機の制御装置をコンパクトにまと

め, 麗にして保守,点検の容易ならびにケーブル節約など多くの

利点を右するコソトロールセソクーは火力補機制御装置に欠くこと

のできない機器となっている｡

その構造は電動戟1台の制御装置を1ユニット内に収納し,4段

または5段に積易 ねたもので,各ユニットは引出可能である｡要求

に応じ操作回路をプラグ式と端子さし込み方式とがある｡寸法は前

者が幅600mm,奥行600mm,高さ2,300mm,後者が幅550mm,

奥行550mm,高さ2,300mmである｡ユニット内部にはFFB,

磁接触器,熱動継 器および補助接触器を収納しており,FFBの

断容量は440V,15kA以上である｡

2.る.8 タービン監視計器の改良

タービン監視用記録計器としてはカム軸回転計,伸びおよび伸び

差計,偏心計,振動計などがある｡これらの記録計の外観を,近代

的感覚を有するVKXシリーズに合わせ,すべての記録計が同一外

観を有することになった｡

伸びおよび伸び差計ほ従 2台の記録計によりそれぞれ記録して

いたが,変換器を使用して伸びおよび伸び 用2台の検出器の出力

を直流電圧に変換し,1台の記録計で切替打点記録ができるように

改良した｡変換器は自動平衡の原理により検出器のインダクタンス

変化を測定し,内蔵するスライド抵抗器により測定値に比例した直

流電圧をうるものである｡この方式の採用により記録計1台分の盤

面積が節約でき,全体としてのまとまりが良くなった｡

また検出器は高温蒸気にさらされるものがあるので,その鮫川材

料,処理方法などの改良が加えられた｡

2.7 電気集じん装置

2.7.1火力発電用集じん表置

36年度に納入された火力発電所用集じん装置は前年度と同様煙害

防止用のものが大部分で,36年度に完成された基数の90%強をFl

立製作所が納入した｡最近の重油使用量の増大に伴い,ボイラが

油専焼で運転されることが多くなったが,この場合に未燃物とSO3

によりいわゆるスノーフェーム煙害が問題になっている｡東京電力

株式会社品川火力発電所納徽粉炭燃焼用MC-EP形集じん装置は,

重油専焼時においてこのスノーフェーム除じんに有効に活用できる

ことが立証された｡

舞55図は東京電力株式会社品川火力発電所納3号缶用MC-EP

形集じん装置である｡

弟5る図は東北 力株式会社仙台火力発電所納3号缶用MC-EP

形フライアッシュ回収装置である｡

なお,36年度に納入した火力発電所用集じん装置の仕様一

12表のとおりである｡

九
東
東
束
三
三
三
未
申
北
北

州
京
京
京
菱
菱
菱
北
部

電
電
電
電
道
道
造
電
電

力
力
力
力
貼
船
船
力
力

ーノ

｢J

｣ノ

｣ノ
∵､〕

道
道

砧
海

は第

第44巻 第1号

第54図 伸びおよび伸び差計

第55国 東京電力株式会社品川火力発電所納

3号権用MC-EP形集じん装置

第56図 東北電力株式会社仙台火力発`屯所納

3号権用MC-EP形集じん装置

第12衷 36年度納入および製作中の新釦大形火力発電川電気集じん装置一覧

･丘 所 名 l 集 じ ん 器 形 式

新
品
川
桁
常
常
常
仙
新
沌
新

小 倉 #1

川‡1#3

崎 ‡2

共
共
共

古

磐
磐
磐

名

江

賀
同
同
同
台
長
川

2

3

4

■■

‡

一■

VZ-MC-EP(SO-HP■柑)

MC-EP(SOLHP42)

MC-EP(SOLHP42)

MC-EP(SO÷HP42)

MC-EP(SO-HP28)

MC-EP(SO-HP錮)

MC-EP(SO-HP2d)

MC-EP(SO-HP43)

MC-EP(SO-HP42)

MC-EP(SO-HPヰ2)

MCLEP(SO-HP4il)

処理ガス量(丸正/h)l 計画集じん率(%)
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2.7.2 電気集じん装置用つち打制御装置

用つち打制御装置には

電磁式とがある｡いずj■tも順序 自動

動機による機械的方式と

方式である｡

電動式は各室各セクションごとにタイムリレーを介して自動的に

順序つち打を行う運転 示,故障表示付(つい打力 盤不可)である｡

電磁式は水銀整流器により電源を供給,格子制御を行い接触器寿

命を長くするとともに, 圧調整することによりつい打力を 3kg/

cm2より最大6kg/cm2まで調整することができる｡/}ち打プiJ･u13:

電動式と同様タイムリレ一による順序つち打方式である｡

第57図は東京電力株式会社川崎火力発電所納電気

電磁式つち打制御盤である｡

16

68

11

46

放電極 0.4kW,3¢,1Mx6台

損じん瞳 てク､'ネットハソて×64石

第57国 東京電ノJ保式会社川崎火力ぎ己′･闘｢納

電磁式,つち打制御盤
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